
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プログラムチャネル内の情報セクションとプログラムセクションとを識別し、プログラ
ムチャネルの伝送情報を所望の伝送情報である第１のタイプと付加情報である第２のタイ
プとに分類し、

ための複数の を評価する回路装置
ための付加ボタン（Ｋ）を

ボタン（Ｋ）が操作されると、 、
直前の 分類の決定を 前

記２つのタイプの間で 切換に 時点を 新たな切換
時点として規定する、リモートコントローラのような制御ユニット と
を ことを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　伝送情報を当該通信装置によって記憶媒体上に記憶 、
　記憶された伝送情報 再生 、

、 直前 分類の決
定を 前記２つのタイプの間で 切換に

時点を 切換時点として規定し、この時点に記憶媒体をリセット
し、この時点を該記憶媒体上に記憶することを特徴とする請求項１に記載の 制御ユニッ
トを有する通信装置。
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該第１のタイプが伝送されているのか又は該第２のタイプが伝送されてい
るのかを決定する 識別基準 （Ｓ）と、
　前記回路装置（Ｓ）に伝送情報の分類の訂正を行わせる 備え
ており、該 該回路装置（Ｓ）が 訂正を目的として、該ボ
タンが操作される 期間内に行われた 再び行い、該期間内において、

先に行われた 最も近い確度の高い決定の 、
（ＦＢ）

備えている

することが可能であり
の 時において 前記ボタン（Ｋ）が操作されると、前記回路装

置（Ｓ）が 訂正を目的として、該ボタンが操作される の期間内に行われた
再び行い、該期間内において、 先に行われた 最も近い

確度の高い決定の 、新たな
、



【請求項３】
　前記付加ボタン（Ｋ）が二重の機能を有し 、これによって ２の機能が さ
れると、前記２つのタイプの間で生じ 切換が 通知され、この時
点を切換時点として記憶することを特徴とする請求項１又は２に記載の 制御ユニットを
有する通信装置。
【請求項４】
　前記ボタン（Ｋ）の第２の機能は、前記ボタン（Ｋ）のダブルクリックによって起動

ことを特徴とする請求項３に記載の 制御ユニットを有する通信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えばリモートコントローラのような制御ユニットを有する通信装置に基づき
、この装置は自動分類のための回路装置を含み、これによってプログラムチャネルの伝送
情報が所望の伝送情報である第１のタイプと付加情報即ち非所望の伝送情報の第２のタイ
プとに分類される。例えばテレビジョンレシーバ及びビデオレコーダのような型の装置は
、通常リモートコントローラを用いて制御できる。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
特に映画のテレビ伝送情報は、例えば広告伝送情報のような付加情報から度々割り込まれ
る。これらは次々にブロック内に配列され、通常数分続く。これら割り込みは、例えば特
別に記録された映画をしばしば見るビデオレコーダのユーザにとっては、頻繁に迷惑とな
る。回路装置は、例えば米国特許第５，３３３，０９１号より、従って伝送中に広告ブロ
ックを識別し、かつビデオレコーダで再生中にそれらを飛び越すことは公知である。
【０００３】
しかしながら、伝送情報が広告ブロックによって割り込まれる時点を取り出すことができ
る一般的な適合基準が存在しないために、正しい切換時点を識別できず又は遅れて識別さ
れることしか、この回路装置はできない。
【０００４】
従って本発明の目的は、リモートコントローラを有する通信装置を開発することにあり、
この装置はより信頼できかつより機能的な用途をユーザに提供するような方法であるプロ
グラムチャネル内の付加情報の自動識別のための回路装置を含む。
【０００５】
この目的は、請求項１に記載される本発明によって達成される。本発明の開発は、副請求
項に記載される。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、プログラムチャネル内の付加情報の自動識別のための回路装置は、それ自身の
識別基準が第１のタイプ又は第２のタイプとして伝送情報を分類することが信頼するに十
分といえないために、所望の伝送情報（第１のタイプ）又は付加情報（第２のタイプ）が
現在伝送されていてもいなくても、それに関して決定のための複数の識別基準を評価しな
ければならないという知識に基づく。正しい切換時点は、これら識別基準の基本の回路装
置によるので常に決定されない。そして切換時点は、繰り返し識別されず又は誤って識別
される。従って通信装置用リモートコントローラは、ユーザがこのボタンを操作したとき
、識別されず又は誤って識別された切換が、２つのタイプ間で行われたということを回路
装置に知らせる。
【０００７】
更に回路装置には、ボタンが操作されると、再び決定を行う動作モードを備えられること
ができる。これは分類に関してその直前に行われ、かつ例えばビデオカセットのデータ記
憶の新たな切換時点として２つのタイプ間のこの期間内で最も有望な前の切換の決定の時
点を記憶する。
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ており 、第 実行
た 、前記回路装置（Ｓ）に

、

可
能となっている 、



【０００８】
通信装置は、例えば伝送情報をテープ又は光学ディスクの記憶媒体上に記憶できることを
利用するビデオレコーダである。記憶された伝送情報の再生中、ボタンが操作されると、
それらに含まれる回路装置が、訂正のために再び行う分類についての決定に対して既にエ
ラーとなり、この期間内の最も有望な前の切換の時点は、２つのタイプ間の切換時点とし
て規定される。続いてビデオレコーダは、例えばこの時点に記憶媒体を巻き戻し、切換時
点として記憶媒体上にこの時点をマークする。あるいはビデオレコーダは記憶媒体の付加
データ記憶のこの時点を記憶できる。これは巻き戻しを避ける。記憶された伝送情報が将
来再生されるとき、新しく決定された切換時点が考慮されるであろう。訂正はまた、分類
基準の適応を学習するために用いることもできる。
【０００９】
付加ボタンは二重機能を効果的に有することができ、これによって第２の機能が操作され
ると、回路装置は２つのタイプの間で丁度行われた切換としてこの時点を判断し、かつ切
換時点としてこの時間を記憶する。
【００１０】
ボタンの二重機能は、例えば１度若しくは２度ボタンを操作する（シングルクリック若し
くはダブルクリック）か又は短く若しくは長くボタンを操作することによって動作される
ことができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明の模範的な実施形態を、概略図を参照して以下に説明する。
【００１２】
　図１のビデオレコーダＶＣＲは、例えば広告のようなプログラムチャネル内の付加情報
を、自動 識別するための回路装置Ｓを含む。プログラムチャネルの伝送情報は、この
回路装置によ 所望の伝送情報 第１のタイプと付加情報 第２のタイプ
に 分類される。ある伝送情報が記録されると タイプも
伝送情報に加えて ビデオテープＴ 記憶される。再生
、第１のタイプのみが通常通りに再生され 、伝送情報の第２のタイプは飛び越される。
【００１３】
　ビデオレコーダＶＣＲのリモートコントローラＦＢは、付加ボタンＫを含 ユ
ーザは 伝送情報の誤ったタイプが再生されている 又は
丁度飛び越されたということを ビデオレコーダＶＣＲの回路装置Ｓに知らせる。このボ
タン 、回路装置が第１のタイプ及び第２のタイプの間 正
しい切換時点を識別しなかったとき 、ユーザが ことができる。例え
ば、回路装置が、再生中に広告ブロックの開始を正しい時点で識別しなかった場合、ユー
ザは ボタンＫを押すことによ 切換ポイントまで早送りするようにビデオレコ
ーダを切 換えることができる。あるいは、ビデオレコーダＶＣＲは、ボタンＫが操作さ
れると 前に行われた、 決定を再び行い、ボタン 前の最も

切換時点を決めて、この時点までテープを巻き戻すことができる。この
時点は正しい切換時点としてテープに記憶され、 伝送情報 生される に、

。
【００１４】
　回路装置Ｓは、ボタンＫが押されると、分類に関する識別基準をチェックし

化した条件に ような自動学習論理を効果的
に備えることができる。特に、ボタンＫは、例えば１回若しくは２回の操作、

ような、二重の機能を備えることができる。
の機能が されると、ユーザは、 切換時点 回路装置Ｓ 通

知することができる。回路装置の自動学習論理は、
分類に関 決定のためにそれらを格納す この切換時点 テープ上

ークされる。
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的に
って、 である である と

セクションとして 、その また、その
、 上にセクションとして 時においては

て

んでおり、
、これを用いることによって、 こと

、
を用いることによって に存在する

に 対話形式で対応する

、 って、次の
り

、すぐ 分類に関する を押す 確度の
高い（ probable）

後に が再 際 この時
点が考慮されることができる

て、例えば
送信側において変 、その識別基準を適合させる

又は長時間
若しくは短時間のボタンの押下といった この
うち第２ 実行 まさに発生した を、 に

この時点における識別基準を解析し、
後の する る。同時に、 が にマ



【００１５】
　図２は、第１ イプ のプログラム と第２ イプ のプログラム とを
含むビデオテープＴを 。第１のタイプ から第２のタイプ 及び
逆の が行われると、切換時点が付加的にマークされる。第２のタイプ を飛び越

早送りは、 テレビジョンセットのスクリーン上において、
なお見ることができるよう 。まさに広告ブロック

が飛び越されて、回路装置Ｓがこの広告ブロック しない
、ユーザは ボタンＫを操作することによ 伝送 の

回路タイプを切り換えることも 、さらに、 切
り換えることが 。 決定も同様に 自動学
習論理によって修正 できる。
【００１６】
　本発明 、 光学媒体上に情報を記憶し 、プログラムチャネ
ル の付加情報 自動 識別 対応する回路装置Ｓを含む リモートコントロ
ーラを有する他の通信装置にも適用できる。例えば、ビデオカセット 、切換時点を記憶
できる記憶チップを備えることもできる。
【００１７】
　これまでの模範的な実施形態は、記録 にプログラムチャネルの第１のタイプ 及び第
２のタイプ の両方に記憶され、かつ再生 に第２のタイプ２を飛び越す通信装置に関す
る。しかしながら、 リアルタイムで第１のタイプ及
び第２のタイプ 類し 、第１のタイプのみ 再生及び記録する装置 。例
えば テレビジョンセット又はコンピュータ 、プログラムチャネル の付加情報 自動

識別 の回路装置Ｓを備えることが 、 プ
ログラムチャネルの伝送 が第１のタイプ又は第２のタイプに分類される。 ユ
ーザは、誤って識別された切換時点を回路装置Ｓに知らせるために、リモートコントロー
ラＦＢの付加ボタンＫを用いることができる。
【００１８】
　通信装置はまた、例えばテレビジョンセット及びビデオレコー 間に接続され
、伝送中にこれら２つの装置の間におい 告ブロックを隠す装置、即ち広告ブロックが
隠されるよう ビデオレコーダを制御する装置 。
【００１９】
　本発明の 適 野 、回路装置Ｓが ニュース又は広告
のような話し言葉の要素を隠すような、リモートコントローラを有する無線機

。
【図面の簡単な説明】
【図１】ビデオレコーダとリモートコントローラを表す概略図である。
【図２】種々のプログラム材料のビデオテープの詳細を表す図である。
【符号の説明】
１　第１のタイプ
２　第２のタイプ
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のタ １ データ のタ ２ データ
示している １ ２への移行 その

移行 ２ える
ための 接続されている 伝送情報
に関する画像が、 な形に設計可能である

の終点を適切なタイミングで認識
場合 、 って、この場合において再度、 情報

可能であり ビデオレコーダを再生するように
可能である この切り替え時点に関する先に行った 、

することが

は その他磁気媒体、さらには て
内 を 的に するための 、

が

時 １
２ 時

さらなる適用分野として、伝送情報を
に分 て を が挙げられる

、 が 内 を
的に するため 可能であり この回路装置Ｓによって、

情報 その際、

ダの ており
て広

に であってもよい

さらなる 用分 として 、音楽伝送情報から
が挙げられ

る



【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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